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14 自由回答 

問 県や世論調査へのご意見やご提案がありましたらご自由にお書きください。 

県への意見を自由に記述していただいたところ、県への意見については253人から延べ274件の回答

が寄せられた。人数・件数には別の設問である「設問への意見」に記入された県への意見も含む。 

記述いただいた内容は多岐にわたり、県政の各施策におおむね沿った形で整理した。なお、一人

の回答が複数の内容にわたる場合には、原文の内容の趣旨をそこなわないよう回答を分け、それぞ

れの項目へ分類した。また、紙面の都合上、すべての意見を掲載することはできないが、意見の多

い項目（８件以上）に関しては、意見の一部を抜粋して記載するものとする。 

 

【県への自由回答の項目順位】 
順位 項 目 件数 

第 1 位 県政全般に関する要望 59 

第 2 位 公共交通網（バス・鉄道）を整備する 20 

第 3 位 次世代を担う子どもの育成支援を充実する 17 

第 4 位 道路を整備する 16 

第 5 位 地域ブランディングの推進と過疎化対策 15 

第 6 位 災害から県民を守る 12 

第 7 位 高齢者の福祉を充実する 10 

第 8 位 交通事故から県民を守る 9 

〃 学校教育を充実する 9 

第 10 位 障害のある人の福祉や社会参加の支援を充実する 8 

〃 大気汚染、水質汚濁、騒音などの環境対策をすすめる 8 

第 12 位 犯罪防止対策をすすめる 7 

第 13 位 新型コロナウイルス感染症対策 5 

〃 食品の安全を守る 5 

〃 農林水産業を振興し新鮮な農林水産物を供給する 5 

〃 公園・緑地を整備する 5 

第 17 位 医療サービス体制を整備する 4 

〃 地域格差の是正 4 

第 19 位 観光を振興する 3 

〃 情報提供のあり方 3 

〃 生活困窮者支援 3 

〃 県民の声を聴く機会 ３ 

第 23 位 仕事と子育てや介護が両立する働き方を実現する 2 

〃 上水道の整備・修理 2 

〃 国際交流・協力や外国人県民との共生をすすめる 2 

〃 雇用の場を広げる 2 

〃 生涯学習・スポーツ・レクリエーションを振興する 2 

〃 県議会議員について ２ 

第 29 位 地域課題解決に向けた市民活動や協働の取組を推進する 1 

〃 ひとり親家庭等の福祉を充実する 1 

〃 自然を守り、緑を育てる 1 

〃 循環型社会を推進する 1 

〃 芸術・文化活動を振興する 1 

〃 施策実現や地域活性化のための ICT(情報通信技術)の利活用をすすめる 1 

〃 社会的弱者のケア 1 

〃 少子化対策 1 

 その他 24 

  うち、国政への要望 6 

  うち、居住市町村への要望 17 

 
合 計（延べ件数） 274 
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【自由回答の記述】（意見の多い項目の一部抜粋） 

 

■県政全般に関する要望 

○気候温暖、明るくほがらかな県民性、働き易い住環境、全ての人が平等に明るく健康的な街

づくり推進を期待しています。 （男性、75歳以上、佐倉市） 

 

○住み安さと自然豊かな千葉ですが、ゴミのポイ捨てや犯罪、農業の衰退が残念です。安心安

全な生活の為に自然環境と調和した千葉を目指し県政を行って下さい。 

（女性、30代、市原市） 

 

○ごくあたり前の常識が、あたり前に実行される行政を行って欲しい。 

（男性、75歳以上、印旛郡栄町） 

 

○県で実施している政策等について、なかなか伝わってこない。多種多様な為、理解しにくい。

身近なものと感じない。 （女性、70～74歳、大網白里市） 

 

○県、市町村の職員の働き方や無駄のない配置などの再確認。 （男性、70～74歳、松戸市） 

 

○各自治体がバラバラに動いている。一自治体のできることは限られており、もっと地域連携

を深めて、それらを県がまとめて、千葉の力を発揮すべき。県の姿が市民から見えない。公

にありがちな、法に縛られてあきらめたり、その場しのぎの事業であったりではなく、未来

につながる提案、改革を県が先頭になって進めてほしい。 （男性、50～59歳、浦安市） 

 

○千葉県では、県の仕事を徹底的な効率化を行い、まずは、県の職員が充実した生活を送るこ

とだと思います。中枢が疲弊していたらそれは県民も幸せになれません。世の中マイナスに

目が行きがちですが、目を向けるのはプラスの方向だと思います。みんながプラスに考えれ

ば良くなると思います。そのような千葉県になってもらいたいです。 

（男性、40～49歳、松戸市） 

 

○借金のない健全な財政を望みます。 （男性、40～49歳、成田市） 
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■公共交通網（バス・鉄道）を整備する 

○運転免許証を返した後の日用品の買物の事を考えると不安になる。バス停まで歩いていく事

を困難になるのであろうと心配になる。 （女性、75歳以上、富里市） 

 

○郡、町にお住まいの高齢者が運転しなくても良い様なサービス（バス本数の増加や、乗り合

いタクシーなど）があれば良いかと思います。 （女性、40代、松戸市） 

 

○鉄道の路線が京成、北総線、東葉高速、皆並行線のように走っている気がします。北総（千

葉ニュータウン）の方へ八千代勝田台の方から北へ向うには新京成鎌ヶ谷まで横（西へ西へ）

に向ってから又もどる様な進み方しかないです。バス路線の充実でも良いので改善して下さ

い。 （女性、75歳以上、八千代市） 

 

○アンケートの交通整備で、バスや鉄道についてふれていたと思いますが車のお話で、木更津

という地域柄、観光客が多くアクアラインおよびその周辺道路の渋滞がひどい状態です。特

にアクアライン周辺に住んでいる方はその観光客渋滞の影響を受けて大変な思いをしてい

るそうなのでアクアライン渋滞の解消に着手していただけると嬉しいです。 

（女性、30～39歳、木更津市） 

 

■次世代を担う子どもの育成支援を充実する 

○高校を卒業する年齢まで医療費の負担がかからない受給券を発行してもらいたい。 

（女性、40代、市原市） 

 

○若い世代が安心して子育てをできる社会にして欲しいです。義務教育及び幼児に給食費無償

にはならないものですかね。 （女性、70～74歳、白井市） 

 

 

○50年、100年先を見据えても大事なのは国や自治体が子供を育てること。そのために親が産

み、育てやすい環境や経済負担をフォローすることが重要と考えます。 

（男性、40～49歳、柏市） 
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■道路を整備する 

○道路が狭く、歩道も狭くて、とても歩きにくい場所がたくさんありますので車や自転車に気

を使わなくてもよい道路を願っています。 （女性、75歳以上、船橋市） 

 

○新しい道路が整備されて便利に暮らせているので感謝なのですが、センターラインは消えて

いる道も多く、夜の運転を控えるようにしています。横断歩道が消えてしまって車の停止線

も無い中、通学している子供を見ると心配です。ドライブレコーダーを付けても、判断の基

準が不足すると思います。白線を引いてほしいです。 （女性、50代、印西市） 

 

○道路が悪すぎる。渋滞箇所の多さ、危険な通学路、暗い外灯、狭すぎる歩道、車道にはみ出す

雑草…雑木林（暗く、ゴミの不法投棄など）恐怖すら感じる道だらけ。（女性、40代、柏市） 

 

■シティプロモーションの推進と過疎化対策 

○千葉県は強みをアピールする戦略がヘタに思える。もっと本質を突いたほうがよいと思いま

す。 （男性、40代、成田市） 

 

○テレワークの普及により、自然環境に恵まれた千葉県の魅力度はアップしていると思います。

その利点をより強化するような施策に期待します。 （女性、60～64歳、佐倉市） 

 

○過疎化が激しく財政難の地域に住んでおります（銚子）。ただ、住むには最高なのに、生活

しにくい環境なのが残念です。自然の利を活かせば、移住支援等充実させ、生活環境が整う

背景があれば、絶対に住みやすい（災害の少ないまち）エリアになるはずです。その為には

県の協力は必須です。是非ともお願いしたいところです。 （女性、60～64歳、銚子市） 

 

○この先、この地域の過疎化が不安です。どうぞよろしくお願いします。（運転免許返納後の

生活がなりたちません…） （女性、50代、南房総市） 

 

■災害から県民を守る 

○災害時には県と各市町村が一体となって、じん速な対応をお願いします。 

（女性、75歳以上、柏市） 

 

○毎年、南部地域で自然災害が発生しています。特に房総方面での被害が多く、その方面（地

域）に特化するチームを常設して対策を行う等の必要があると思う。 

（男性、75歳以上、佐倉市） 

 

○台風などの自然災害が増えてきて、停電が続くなど、あれだけ色々被害が出て大変だったの

に、対策みたいな部分が見えない。また停電や水害がおきてから対処していたら前回からの

進歩がないと思う。あの時と変わらないような気がして心配です。 

（男性、30～39歳、印西市）  
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■高齢者の福祉を充実する 

○高齢者の福祉の充実という点において物足りなさを感じています。 

（女性、70～74歳、千葉市） 

 

○介護付の施設は料金が高く、本人の年金だけではたりず、子供の持ち出しになってしまう。

在宅になれば介護離職になり介護うつに追いこまれる。やっと入所できた施設は看取りはし

ないと言われ、次の施設をさがさなくてはならず、辛い。 （女性、50代、市原市） 

 

○生活保護は社会的にもみとめられているが、年金を納めても、老後は生活出来ない人達もい

る事も真剣に考えて欲しい。少額年金受給でも福祉に厚く、見捨てない県にしたら、もっと

魅力が出ると思うし、高齢者でも明るい老後が送れるお金に困らない県にして欲しい。 

（女性、50～59歳、松戸市） 

 

■交通事故から県民を守る 

○高齢者の運転する車にひかれそうになった事があります。車がなくてはならない地域だから

こそ、交通安全により力を入れてほしいです。交通量の多い時間帯に警官が立つ等抑止力に

つながるような事を県と県警が協力して行ってほしい。 （女性、40代、八千代市） 

 

○千葉県に引っ越してきたが、県内全体的に交通ルールが悪いため、事故にあいそうになりま

す（停止位置無視や信号無視等）。基本的な交通のルールを徹底して欲しいです。 

（女性、30代、佐倉市） 

 

○歩道や自転車の通る道をきちんと整備してほしい。子供が自転車で通学しているが、車との

接触がいつ起こるか心配でならない。駅が近くにない所では自転車しか交通手段がないので

す。 （女性、50～59歳、船橋市） 

 

■学校教育の充実 

○学校教育については、痛みのわかる様な、道徳教育を望む。社会規範を重点的に、自由とは

何か、社会のルールを守っての自由を理解出来る様に。 （女性、70～74歳、南房総市） 

 

○子どもの不登校が増えていると聞きます。またいじめで命を断つ子どもさんもいます。学校

における子供の様子に注意を払い早期に対処できるような取り組みをお願いします。今年２

月に旭川市で生徒が亡くなったいじめの件は、学校の職員も教育委会員もひどいものです。 

（女性、50代、木更津市） 

 

○学校の職員が本当に足りていません。しんどいです。どんどん人がたおれています。仕事が

山のようにあり、ふえる一方です。「何を省くか」の会議をしたいのに、仕事のお願いばか

り…もうどうにかならないのですか。このままだと、たおれます。夏休みは短くていいので

平日を４時間授業とかにしてほしいです。 （女性、20代、船橋市）  
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「世論調査」に関する意見を自由に記述していただいたところ、72人から74件の回答が寄せられた。

人数・件数には前問の「設問への意見」に記入された世論調査への意見も含む。 

これらのご意見から、一部抜粋してご意見を記載するものとする。 

 

■世論調査について 

―《世論調査自体への意見》 

○時間を費やして記載しているので、有効活用して欲しいと思います。（女性、50代、柏市） 

 

○市町村単位において、市政活動の違いがあるので、くらべるのは難しいのではないかと思い

ます。 （女性、40代、勝浦市） 

 

○このアンケートが県政にどう生かされるのかイメージできませんでした。お金と時間をかけ

て実施された以上、今後に生かして頂きたいし意味がなかった物にはしてほしくないと思い

ました。 （女性、50代、船橋市） 

 

○市民の意見を聞いて下さりありがとうございます。 （女性、40代、南房総市） 

 

○これからも、例えばテーマを絞っての世論調査を行うなど、より具体的に、より深い調査を

行なっていくことを希望します。 （女性、60～64歳、船橋市） 

 

○国や市に対しては意識が向くのですが、県というものに対しての意識が薄かったと、今回改

めて気付きました。県に対しても知識を深めていく良いきっかけとなりました。 

（女性、60～64歳、松戸市） 

 

○今回、自分の所へ、調査の書類が送られてきて、初めて県でも実施している事を知りました。

それについて経費の額が気になります。こんな事をしなくても、平等に安心して暮らせるの

であれば、それが皆の願いではないでしょうか。 （女性、65～69歳、市原市） 

 

○調査しただけで終わらないように、県民の生活が良くなるような千葉県になってほしいです。 

（男性、60～64歳、東金市） 

 

○今回初めて世論調査に答えたのですが色々と知らない事や特に興味を待ってこなかった事

に関心がもてました。同封されていたチーバ君のボールペンがとても嬉しかったです。イン

ターネット時代ですが、まだまだアナログ人間なのでこうやって紙で回答させてくれて感謝

します。今後も紙とネット両方での回答ができるようにつづけてほしいです。 

（女性、30代、松戸市） 
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―《調査手法や謝礼への意見》 

○（回答期限）日にちに余裕があった方が良い。年末はやめてほしい。 

（女性、70～74歳、銚子市） 

 

○パソコンから回答しようと思ったが、非常に分かりにくい。担当者の方は、自分の親や子供

がアクセス出来るかやってもらった方が良い。 （男性、60～64歳、不明） 

 

○（督促の）はがきが再度来たので思い出してアンケートを書いた。（督促）はがきは重要だ

と思った。 （女性、30代、船橋市） 

 

○インターネットを使う試みは良いと思います。ただ、選択肢が多いとスマートフォンの画面

で見づらいです。 （男性、20～29歳、市原市） 

 

○チーバくんのボールペンありがとうございます。チーバくんを使っての県のＰＲはいいと思

います。 （女性、60～64歳、八千代市） 

 

○ボールペンをもらえて嬉しかったです。チーバくんのボールペン可愛いいです。 

（女性、30代、市川市） 

 

○回答への謝礼なのでしょうが、ボールペンは不要です。 （男性、60～64歳、松戸市） 
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問 今までの設問について、ご意見やご提案がありましたらご自由にお書きください。 

今回のアンケート調査における「設問に関する意見」を自由に記述していただいたところ、190

人から60件の回答が寄せられた。「県や世論調査への意見」に記述された意見のうち、「設問への意

見」に該当するものもこちらに振り分けている。なお、回答者数より記述件数が少ないのは、その

多くが「県や世論調査への意見」に該当するものであったため、そちらに振り分けたことによるも

のである。 

 

○今回のアンケートは、県という視点での調査ですが、市民の意識としては、「国」という視点

と「市・町・村」住居地、視点には関心が向くが「県」の直接関与の意識は極めて少ない。こ

のアンケートで回答にとまどう設問有り。 （男性、70～74歳、浦安市） 

 

○子育てに対しての設問は多いものの、子育てをしていない共働き家庭に対する設問が少ないで

す。選択的に子供をもたない家庭があることも考えてほしいです。（女性、30代、成田市） 

 

○都合のいい質問だけ、もっと深堀した質問が必要。ただやったに過ぎない。 

（男性、60～64歳、大網白里市） 

 

○この質問では具体策にはつながりにくいと思われる。県民が望むものと乖離している。設問が

まとはずれ。 （男性、65～69歳、船橋市） 

 

○「○を３つまで」という設問が非常に悩みました。特に問 46 の「県政への要望」は３６個あ

る中の３つだったので。本当はほとんどお願いしたい事ばかりでしたが、○をつけていないと

要望していないようで。優先順位という事はわかっていますが、答えにくかったです。 

（女性、30代、八千代市） 

 

○県政に対して、あまり関心が無かった事を痛感しました。記入に時間を要しました。 

（女性、65～69歳、長生郡一宮町） 

 

○表面的な質問はあまり意味をなさないと思います。 （男性、40代、成田市） 

 

○「問い」について説明があり、考え違えしないような配慮があり理解しやすかったです。 

（男性、40～49歳、市原市） 

 

○アンケートについて：県の熱意を感じ、好感は持てますが、設問の多さが気になりました。 

誠実な回答を得たいのであれば、もう少し回答者の時間的拘束や負担の軽減を考えて頂きたい

と思いました。 （女性、50～59歳、柏市） 

 

 


